
 

 
中国センター 有機・バイオ材料拠点における研究事例 
 ～プロセスインフォマティクス（PI）技術による 
  ナノセルロース複合材料開発の加速～ 
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持続可能な社会の実現に向けてサーキュラーエコノミー
への転換が求められており、バイオマスの利用拡大に大き
な注目が集まっている。とりわけ、木材などのバイオマス
繊維から得られるナノセルロース（NC）は(図 1)、高強度、
高弾性といった優れた力学物性や軽量性、高比表面積、低
熱膨張性などの特徴を有しており、産業界でのニーズが高
まっている。我々のグループでは、NC の社会実装に貢献
する基盤技術の研究開発に取り組んでおり、これまでに、
企業連携を通じた日用品、高発色材、食品、化粧品分野な
どの事例を有し、様々な波及効果を念頭にした社会実装および市場開拓を進めている。 
現在、NCを樹脂複合材料のフィラーに

用いることが最も有望視されているが、
親水性や凝集、品質管理などの使いこな
しに課題があり、社会実装が妨げられて
いる。NC 樹脂複合材料の開発において、
そのサイズや形状、分散が重要であるが、
検討すべき材料条件（NC の前処理、解繊
状態、乾燥状態など）とプロセス条件（材
料配合、混練速度、温度など）の組み合わ
せが膨大といった課題があり、開発の迅
速化や簡便化が強く求められている。そ
こで当グループでは、上記課題を解決す
るために、ナノセルロース樹脂複合材料
開発の高速、簡略化に貢献するプロセス
インフォマティクス（PI）技術の開発に取り組んでいる。具体的には、（1）機械学習を用いた NC 強
化ポリプロピレン（PP）複合材料の izod 衝撃エネルギー予測モデルの開発（図 2）1)、（2）樹脂複合
材料のダメージレス TEM 観察技術による NC 分散評価と複合材料性能との相関づけ、(3) 溶融混練
のインライン分析技術の開発、を中心に研究を進めている。本発表では、NC 樹脂複合材料の開発事
例を中心に、中国センター 有機・バイオ材料拠点における PI 技術について紹介する。 
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Fig. 2 Data-driven method to efficiently design lignocellulosic 
polymer composites with high-impact energy, optimizing 
components and surface areas using infrared spectroscopic 
data.  
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Fig. 1 Pictures and SEM image of 
nanocellulose (NC). 
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